
     定例勉強会報告 

    「廃棄物行政の現状と課題」 

 ７月５日の定例会の勉強会で、クリーンセ 

ンター課長鈴木正巳氏においでいただき、お 

話を伺いました。 

 今、クリーンセンターでは「食べきり運動」 

と言うものに、秋から本格的に取り組む。飲 

食店、学校給食、家庭に呼びかけ、「買いすぎ 

ない」「作りすぎない」「食べ過ぎない」を呼 

びかけ、我孫子市民が一日一人１００ｇのゴ 

ミ減量をしてもらうと、年１億８千万円の税 

金が節約される。ご協力をお願いしたい。 

質疑応答も含め大筋を報告します。 

＊廃棄物の量は人口増にもかかわらず減量の 

 傾向にある。景気の後退か、意識の高揚か。 

＊平成９年に制定した現在の廃棄物処理基本 

計画の見直しを行っている。来年３月に議 

会へ提案する予定。廃棄物基本計画調査会 

に消費者の会から栗原洋子さん、エコピュ 

アあびこから玉造美枝さんも参加している 

し、案が出来たところでパブリックコメン 

トも行うので意見を出して欲しい。 

＊現在の焼却炉は昭和４８年４月に完成した

もの。平成２４年に減価償却の時期を迎え

る。修繕しながら使うとしても、１０年後

には新炉を作らなければならない。廃棄物

行政は自区内処理が原則だったが、広域処

理も認められるようになった。それが可能

かどうかも検討中。広域を考えた場合、柏

市との協力関係が考えられるが、それが受

け入れられるのかどうか、２５年位には結

論を出したい。 

＊焼却灰のエコセメント化は今まで、市原へ 

 送っていたが、今年から三重、茨城の鹿島、 

 埼玉と、４カ所にお願いをしている。これ

は入札によるもの。 

＊資源化率は、２０年度３９．８％で、千葉

県では一位。１１種・１８分別。１９年度

４２．４％だったが、算定の仕方を変えた

ので、少々ダウン。実際の数値は変わらな

い。 

＊若松・泉・青山台で、生ごみの分別を試験

的に行い、学校給食の生ごみと共に消滅型 

 という処理を行っている。２４施設３１１ 

 トン処理。今のところ、予算的なものもあ

り、拡張が難しい。 

＊ふれあい工房の利用を４月から有料化した

が、木工部分は利用者が１／３に減った。 

＊容器包装のその他プラは市民の協力と、施

設内再仕分けによって高い質が保たれ、抜

き打ち検査でＡランクに認定され、リパレ

ットへ。  

◎質問 

Ｑ我孫子市は何故資源化率が高いのか？ 

Ａ埋め立て地が無くなった時、消費者の会の 

申し入れで、資源化へ舵を切った。昭和５ 

１年から資源化。市民・事業者・行政の役 

割を明確化し、それぞれの努力によって出

来たこと。市の職員も早朝から収集場所に 

出て、一緒に分別し、分けることが当たり

前という意識を定着してもらった。 

Ｑ自治会単位の奨励金も効果があったか？ 

Ａこのシステムが高齢化等により、すべて市

でやって欲しいという自治会が多くなりつ

つある。奨励金を受けているのが１７１団

体。委託が８０団体。 

Ｑふれあい収集について教えて欲しい。 

Ａ高齢や障害があって収集場所へ運ぶのが困
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難な方に。申し入れがあったら面接をし、 

翌週から玄関先まで、収集に行く。現在２０

４世帯が利用。年間８００万円ほど必要。 

１時間の中で充実した説明と質疑応答が

あり、それぞれが認識を新たにしました。 

９月定例会 

９月１３日（月）13:30～16:00 

我孫子南近隣センター８Ｆ 第２会議室 

定例勉強会として「身辺整理のノウハウ」 

栗原洋子さんの知恵を教えてもらいます。 

是非多くの方のご出席をお願いします。 

   ８月定例会はお休み。 

バス見学のお誘い 

目的 スィートソルガムからバイオエタノー 

ルを作る研究を見学、お話を聞く。 

   アウトレットの市場見学。 

出発 ９月２８日（火）９時１０分 

行先 茨城大学農学部生物生産科学科 

   新田教授のお話と圃場見学等 

   阿見町アウトレットで食事と市場見学 

食事代は自己負担  

 スィートソルガムというのは糖分の多いト

ウモロコシ。５ｍにも成長します。良質のバ

イオエタノールが取れるということです。減

反で、荒れた土地の有効活用として期待され

ています。持続可能な社会を作るために、新

しい研究がされ、成果が上がりつつあるとい

う今の社会、私達も最先端の研究に触れてみ

たいと思います。遠藤織太郎さんのお知り合

いで、私達の見学を受け入れてくださいまし

た。 

詳細については今後もお知らせしますが、

現時点での参加希望者を募ります。和田へ。 

我孫子北近隣センター８月オープン 

近隣センター１０館目として８月１日（日）

に開館します。並木の本館（ホール・会議室

３・調理室兼会議室）とつくし野館（会議室

３）があります。 

８月１日と２日（月）に、地域のさまざま

な団体が出演して、並木本館で記念イベント

が開かれます。ここまで作り上げられた「ま

ちづくり協議会」の方々のご努力に感謝しま

す。私達の会も会場をお借りすることもある

と思います。会員には他のまち協の役員の

方々も多いので、見学を兼ねての参加をお勧

めします。駐車場はありません。 

けやき５周年イベント 

けやきプラザが５周年になりました。７月３

１日と８月１日にイベントが行われます。そ

れぞれにご参加ください。 

省エネは本当でしょうか 

 地球温暖化防止は、私達の会の願いでもあ

ります。家電商品等、当社の前商品に比べ省

エネ率○％とうたわれます。また、これを使

えば１年間で、○円電気代が節約されますと。 

 本当にそうでしょうか。例えばエアコンは、 

電気代削減の計算根拠が、１日当たり冷房１

２時間、暖房１７時間使用×９ヶ月となって

います。皆さんはそんなに使っていますか？ 

実態調査では、１日当たり冷房５時間、暖房 

５時間使用×５ヶ月でした。省エネ製品に買

い換えた場合、旧製品の処理費用もかかりま

す。どこかおかしいと思いませんか？ 

 ある会員の所へ、オール電化にすると光熱

費が安くなるとお勧めの電話が。１ヶ月の電

気代とガス代を言ったら、「二人暮らしですか。

お宅はそのままの方がお得です」とあわてて

電話を切ったとか。 

 宣伝に惑わされないように。これを決めた

政府は、ちゃんと知っていたのでしょうか。 

我孫子市平和事業 

 先月号でも書きましたが、平和事業のチラ

シが出来ましたので配布します。すいとん作

りは消費者の会のボランティア作業です。ど

うぞご参加ください。 

 今年も中学生６人が広島の平和祈念式典に

派遣されます。会員の木田典子さんと和田が、 

行動を共にします。 

 暑い夏が始まりました。お元気で！ 

            

                


